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７月から10月にかけての日本は接近・上陸する台風や梅雨前線の影響により、大雨、洪水、暴
風、高潮、高波などがもたらされます。静岡県も台風や低気圧の影響を受けることが多く、南か
らの湿った空気が流れ込みやすいことや、北側には3,000m級の南アルプスや富士山があることも
影響して、大井川上流域や富士山麓、伊豆半島の天城山周辺では降水量が多くなっています。中
でも、暖候期（４月～９月）の夜間・早朝に、山地や沿岸部に局地的な前線が発生して大雨にな
り、土砂災害等が発生することがあります。令和３年７月の前線による大雨や令和４年９月の台
風15号による大雨で、県内では土砂災害や河川の氾濫により被害が発生しました。
また、近年は全国で非常に激しい雨（１時間降水量50mm以上）の年間発生回数が増加している

ことが報告されており、大雨による災害のリスクが増加していることにも注意が必要です。

静岡県内には、大井川等の一級河川が６水系268河川、湯日川、東光寺谷川等の二級河川が83
水系265河川あります。静岡県を南北に流れる河川には急流河川が多く、一方で、海岸に沿って
東西に流れる河川は緩勾配で排水に困難をきたしています。このため、過去から幾度となく水害
に見舞われており、各地で治水事業が行われてきました。しかし、近年では都市化に伴う雨水流
出量の増大や洪水浸水想定区域への人口等の集中により、災害のリスクが増加しています。

（１）浸水被害

大雨や雪どけなどによって河川流量が普段より増え、堤防から水があふれたり、堤防が壊れて
住宅や田畑が水に浸かることです。

河川の氾濫

低地の浸水

大雨により河川や水路の水位が上がることによって、降った雨を排水処理できなくなり、住宅
や田畑が水に浸かることです。
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令和６年６月 島田市川根町家山令和３年３月 沼津市黄瀬川

土砂災害は、大雨や地震などが引き金となって、山やがけが崩れたり、崩れた土砂が雨や川の水と混

じって流れてくることによって人命が奪われたり、家や田畑等の財産に被害を及ぼしたりする自然災害

です。主なものとして「土石流」「地すべり」「がけ崩れ」などがあります。

静岡県内では、土砂災害のおそれがある18,242区域を「土砂災害警戒区域」として、また、建物等に

損壊が生じ、住民に著しい危害が生じるおそれがある15,829区域を「土砂災害特別警戒区域」として

指定し、警戒避難体制の整備や危険箇所への新規住宅等の立地抑制等の対策を実施しています

（区域の指定数は令和６年３月31日現在）。
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自宅等が立ち退き避難が必要な場所なのか「島田市洪水・土砂災害ハザードマップ」や静岡県総

合防災アプリ「静岡県防災」などで、災害種別ごとに確認しましょう。

立ち退き避難が必要な場合は「どこへ（避難場所）」「どのように（避難経路）」避難すればよいか

も確認し、防災情報が発表された場合は情報に応じて「いつ」避難すればよいかも考えましょう。
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（突風）

令和３年５月 牧之原市
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（１） ハザードマップとは

水害や土砂災害等の自然災害による被害を予測し、その被害範囲や被害程度などを地図とし
て表したものです。被害の情報だけでなく、避難場所などの情報が地図上に図示されます。た
だし、ハザードマップで被害が想定されていない場所で被害が生じたり、ハザードマップの情報
より大きな現象が生じたりする場合もあります。

ここでは、県内の各種災害の危険性を把握できる「静岡県地理情報システム（GIS）」を紹介し
ます。市町が作成・配布している「ハザードマップ」や「防災マップ」と併せて確認しておきましょ
う。
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